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第 1 章　参考資料

１　博多湾の諸元

（１）地形

①　海表面積，海容量，平均水深

注）端数処理のため，合計が合わない場合があります。

図２　海表面積，海容量の比較（平成 24 年度）

図 1　基本水準面下と平均水面下の水深・容量の違い

海域 海表面積※２

(km2)

基本水準面下※３ 平均水面下※４

平均水深 (m) 海容量
( × 106m3) 平均水深 (m) 海容量

( × 106m3)

東部海域※１ 29.1 5.7 161.3 6.6 193.0 
(5.4) (8.34) (45.2) (9.44) (51.2)

中部海域 25.4 7.4 187.2 8.5 215.2 
西部海域 71.6 12.0 860.0 13.1 938.8 

その他海域 7.2 12.5 90.2 13.6 98.2 
博多湾 133.3 9.7 1298.8 10.8 1445.1 

注）端数処理のため，合計が合わない場合があります。
※ 1　東部海域の括弧内は防波堤内（西防波堤および東防波堤（本編 p.16）で囲まれた範囲）を示しています。
※ 2　海表面積は，平均水面高での面積です。
※ 3　基本水準面とは，これより低くはならないと想定されるおよその潮位をいい，海図の水深 0m に相当します　
　　（p.3 参照）。
※ 4　平均水面は，基本水準面＋ 1.10m です。

表 1　博多湾の海表面積，海容量，平均水深（平成 24 年度）
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②　閉鎖度の算出法

資料：環境省

③　土質分布

注）表層堆積物の土質を図示しています。
資料：海図「福岡湾」（平成 20 年 11 月，海上保安庁）　

図 3　博多湾の土質分布
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④　海岸線

資料：自然環境基礎調査（環境省）

図 4　福岡市の海岸線（平成 6 年）

図 5　政令指定都市における海岸線の割合の比較（平成 6 年）

注）現在の政令市に含まれる旧市町を全て集計した。
資料：自然環境基礎調査（環境省）



4

資
料
編

（２）気象

（３）干潟・藻場

資料：気象庁ホームページ

資料：自然環境基礎調査（環境省）

図 6　気温，降水量，日射量の経年変化（昭和 55 年〜平成 26 年）

図 7　干潟（左）と藻場（右）の面積の変遷
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２　博多湾流域の状況

（１）人口密度

（２）地質

資料：平成 22 年度国勢調査町丁・字等別集計（総務省統計局）

図 8　博多湾流域の人口密度分布

図 9　博多湾流域の地質図
資料：20 万分の 1　日本シームレス地質図（産業総合技術研究所）
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（３）淡水の流入

①　博多湾に流入する河川

表 2　博多湾に流入する河川（二級河川）

水系名 河川名 河川延長
（ｍ）

流域面積
（km2） 水系名 河川名 河川延長

（ｍ）
流域面積
（km2）

唐の原川 唐の原川 2,600 3.8 

室見川

室見川 16,330 

99.1 

多々良川

多々良川 3,800 

167.9 

金屑川 9,555 

猪野川 2,000 油山川 3,800 

長谷川 2,410 椎原川 5,298 

久原川 1,900 小笠木川 4,000 

宇美川 5,000 坊主川 1,280 

須恵川 2,300 唐原川 300 

綿打川 1,720 蟹又川 685 

吉塚新川 2,400 小原川 621 

御笠川

御笠川 8,100 

94.0 

新飼川 399 

御笠川放水路 1,830 日向川 3,960 

上牟田川 670 竜谷川 4,058 

諸岡川 4,670 名柄川 名柄川 4,500 8.6 

那珂川

那珂川 10,900 

124.0 

十郎川 十郎川 3,971 6.6 

薬院新川 720 七寺川 七寺川 2,630 8.3 

若久川 2,430 江の口川 江の口川 1,700 4.3 

樋井川

樋井川 12,875 

29.2 

瑞梅寺川

瑞梅寺川 1,550 

52.6 

七隈川 2,155 川原川 600 

糠塚川 660 水崎川 3,190 

下の谷川 620 

周船寺川 4,580 

注）平成 26 年 4 月 1 日現在の値
資料：福岡市地域防災計画（資料編）（平成 27 年 6 月，福岡市防災会議）
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②　流入河川水質

表 3　博多湾に流入する河川の水質 ( 単位：mg/L)

資料：福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局），公害関係測定結果（福岡県）

資料：福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）

図 10　BOD 年平均値の推移

水系名 河川名 調査地点
BOD75％値※ 全窒素 全リン

H3～5
年度

H13～15
年度

H23～25
年度

H3～5
年度

H13～15
年度

H23～25
年度

H3～5
年度

H13～15
年度

H23～25
年度

唐の原川 唐の原川 浜田橋  5.7 2.3 1.3  3.0  1.7  0.99 0.32 0.15 0.074

多々良川 多々良川 名島橋  3.0 1.8 1.7  3.7  4.0  2.5 0.24 0.13 0.13 

〃 〃 雨水橋  2.6 1.6 1.5  0.96  1.1  0.83 0.058 0.056 0.050

〃 〃 大隈橋  2.1 1.7 1.3  1.1  1.7  0.97 0.059 0.095 0.036

〃 久原川 深井橋  1.6 1.6 1.4  1.2  1.4  0.99 0.047 0.046 0.025

〃 須恵川 休也橋  3.9 2.4 1.7  2.1  2.3  1.3 0.18 0.14 0.10 

〃 〃 酒殿橋  4.4 4.9 3.6  1.7  2.5  2.3 0.12 0.16 0.15 

〃 宇美川 塔の本橋  4.3 2.3 1.6  3.4  2.2  1.4 0.19 0.16 0.10 

〃 〃 亀山新橋  6.6 5.3 2.5  2.7  2.8  1.2 0.24 0.21 0.095

御笠川 御笠川 千鳥橋  5.5 1.8 1.7  11  9.2  5.5 0.73 0.45 0.61 

〃 〃 金島橋  14 2.7 1.8  13  10  7.0 0.90 0.42 0.66 

〃 〃 板付橋  5.8 3.3 1.4  2.0  1.1  0.79 0.17 0.092 0.040

那珂川 那珂川 那の津大橋  2.5 1.5 2.0  1.7  1.3  1.2 0.095 0.075 0.099

〃 〃 住吉橋  2.2 1.2 1.3  3.3  1.9  1.7 0.13 0.091 0.14 

〃 〃 塩原橋  2.8 1.5 0.9  0.96  0.85  0.79 0.049 0.048 0.038

樋井川 樋井川 旧今川橋  2.7 1.2 1.0  1.0  0.84  0.77 0.079 0.049 0.035

室見川 室見川 室見橋  2.2 1.2 1.0  0.70  0.69  0.67 0.040 0.040 0.034

〃 金屑川 飛石橋  3.7 1.3 0.9  1.4  0.74  0.56 0.15 0.059 0.040

名柄川 名柄川 興徳寺橋  2.7 1.5 0.9  1.0  0.80  0.64 0.094 0.063 0.047

十郎川 十郎川 壱岐橋  2.4 1.3 1.1  0.94  0.61  0.47 0.085 0.057 0.050

七寺川 七寺川 上鯰川橋  3.6 1.3 0.9  1.3  0.94  0.74 0.10 0.072 0.049

江の口川 江の口川 玄洋橋  9.0 4.6 1.4  8.1  1.5  0.69 0.51 0.23 0.11 

瑞梅寺川 瑞梅寺川 昭代橋  2.6 2.2 1.5  1.3  1.1  1.0 0.10 0.12 0.11 

※ BOD については，年間を通じた日間平均値の全データのうち，その 75% 値がその水域に設定された環境基準に適合してい
るかどうかで評価します。
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③　河川生物

④　水循環
ア　流域における水循環

注）各河川 3 〜 5 地点の代表地点において，タモ網，投網，定置網，セルビン，潜水目視観察により確認さ
れた種を集計しています。

資料：平成 23 年度自然環境調査（水生生物）委託報告書（福岡市環境局）　　

図 11　主な河川における魚類の生息状況

資料：福岡市水循環型都市づくり基本構想（福岡市総務企画局）

図 12　土地利用の変化に伴う雨水浸透量の推移
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イ　水収支の変化

出典：福岡市水循環型都市づくり基本構想（福岡市総務企画局）

図 13　水収支の変化（昭和 30 年頃と平成 10 年頃）

（４）産業構造

注 1）博多湾流域の市町のうち，飯塚市，新宮町，吉野ヶ里町を除く 6 市 7 町の集計を示します。
注 2）平成 22 年 1 月 1 日前原市は志摩町・二丈町と合併し糸島市になっているが，旧前原市の

みを集計しています。
資料：福岡県統計年鑑（福岡県企画・地域振興部）

図 14　博多湾流域市町村の産業構造の推移
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（５）農林業

注）平成 22 年 1 月 1 日前原市は志摩町・二丈町と合併し糸島市になっているが，旧前原市のみを集計しています。

注）平成 22 年 1 月 1 日前原市は志摩町・二丈町と合併し糸島市になっているが，旧前原市のみを集計しています。

注 1）S45 年の福岡市の森林面積は，糟屋郡志賀町分 360ha および早良郡早良町分の 5,922ha を含みます。
　　　（志賀町の編入：昭和 46 年 4 月 5 日，早良町の編入：昭和 50 年 3 月 1 日）
注 2）平成 22 年 1 月 1 日前原市は志摩町・二丈町と合併し糸島市になっているが，旧前原市のみを集計しています。

資料：家畜飼養頭羽数（福岡県農林水産部）

図 15　畜産頭数の推移

資料：福岡県の農林業（福岡県企画・地域振興部）

図 16　農地面積の推移

資料：世界農林業センサス福岡県統計書（林業）（農林水産省統計情報部）
福岡県の農林業（福岡県企画・地域振興部）

図 17　森林面積の推移
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（６）下水道

①　下水道の普及状況

資料：福岡県の下水道　平成 27 年度（福岡県建築都市部下水道課），福岡市農林水産局　　　　

図 18　博多湾へ流入する下水道の整備状況（平成 25 年度末）

②　水処理センター・浄化センター放流水質

資料：福岡市道路下水道局 

図 19　福岡市における水処理センター放流水質の推移（全センターの平均値）
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（７）流入負荷

①　海域別流入負荷量と流入負荷量の内訳

【COD】

【全リン】

【全窒素】

資料：福岡市環境局

図 20　海域別流入負荷量（平成 25 年度）
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②　下水道整備に伴う流入負荷の削減効果

資料：＜処理人口＞福岡県の下水道（福岡県建築都市部下水道課）
　　　＜負荷量＞福岡市環境局

図 21　流入負荷量と下水道処理人口の推移
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３　水質・底質

（１）水質の汚濁に係る環境基準の達成状況

①　COD

年度 COD75% 値（mg/L）
W-3 W-6 W-7 C-1 C-4 C-10 E-2 E-6

S56 0.9 2.0 1.8 2.4 2.4 2.5 3.0 3.0
S57 1.1 1.8 1.9 2.5 2.3 2.7 2.8 3.0
S58 1.1 2.0 2.0 2.2 2.7 2.7 3.1 2.9
S59 1.1 1.7 1.8 2.0 2.2 2.5 2.3 2.8
S60 1.3 1.8 2.2 2.4 3.1 3.3 3.1 2.9
S61 1.2 1.5 1.5 1.9 2.0 2.2 2.1 2.4
S62 1.4 2.0 2.0 2.5 2.7 3.7 2.9 3.4
S63 1.1 1.6 1.7 2.2 2.5 2.4 2.7 2.6
H 元 1.4 1.8 1.9 2.7 2.3 3.0 2.7 2.6
H2 1.1 1.9 1.6 2.7 2.9 3.1 3.2 3.1
H3 1.3 2.3 2.3 2.7 3.2 3.2 3.4 3.5
H4 1.4 2.3 2.0 2.7 2.8 3.1 3.1 3.0
H5 1.8 3.3 3.8 3.8 4.0 4.2 4.4 4.3
H6 1.5 2.3 2.8 3.0 3.3 3.6 3.9 3.6
H7 1.8 2.3 2.4 2.8 2.7 3.6 4.0 3.8
H8 1.9 2.3 3.0 2.9 4.2 4.1 3.5 3.8
H9 1.6 2.4 2.3 2.7 2.8 3.0 3.0 3.2

H10 1.5 2.1 1.9 2.7 3.0 2.8 3.0 3.2
H11 1.7 3.0 2.5 3.3 3.5 3.3 3.6 2.9
H12 1.7 3.0 3.0 3.6 3.8 3.5 4.3 3.4
H13 1.4 2.3 2.7 2.7 2.8 3.1 3.3 3.5
H14 1.7 3.0 3.8 3.6 4.0 4.0 3.9 3.3
H15 1.9 2.3 2.7 2.9 3.5 3.8 3.8 3.6
H16 1.6 2.7 2.6 3.1 2.9 3.6 3.3 3.0
H17 1.7 2.5 2.2 2.6 2.8 3.0 3.3 3.2
H18 1.8 2.4 2.3 2.8 2.6 2.6 2.6 2.8
H19 1.6 1.9 2.1 2.5 2.9 2.7 2.6 2.7
H20 1.7 2.4 2.5 2.6 2.9 2.7 3.2 3.2
H21 1.6 1.7 1.7 2.1 2.5 2.7 2.7 3.0
H22 1.6 2.1 1.9 2.5 2.6 2.7 3.1 3.0
H23 1.5 2.8 3.1 4.0 3.7 3.5 4.5 4.8
H24 1.3 1.8 2.1 2.0 2.6 2.3 2.6 2.7
H25 1.2 1.9 1.9 2.2 2.4 2.5 3.2 3.0
H26 1.5 1.9 2.0 2.3 2.8 2.6 2.8 2.9

資料：福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）

図 22　COD 全層平均値の75％値の推移と環境基準の達成状況

注）COD の環境基準達成の有無は，各月の全層平均値から求めた 75% 値（年間 12 個のデータのうち，低い方から 9 番
目の値）で地点別に評価します。

　　環境基準値は西部・中部海域が 2mg/L，東部海域が 3mg/L です。
　　表中の■は環境基準を達成したことを意味します。
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注）T-N の環境基準達成の有無は，地点別の表層年平均値から求めた海域平均値で評価します。
　　環境基準値は西部海域が 0.3mg/L，中部・東部海域が 0.6mg/L です。
　　表中の■は環境基準を達成したことを意味します。

資料：福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）

図 23　T-N 表層年平均値の推移と環境基準の達成状況

②　T-N

年度

T-N 表層年平均値（mg/L）

W-3 W-6 W-7
西部 
海域 
平均

C-1 C-4 C-10
中部 
海域 
平均

E-2 E-6
東部 
海域 
平均

S56 0.20 0.32 0.30 0.27 0.36 0.36 0.44 0.39 0.52 0.45 0.49
S57 0.15 0.22 0.25 0.21 0.33 0.32 0.45 0.37 0.46 0.49 0.48
S58 0.14 0.26 0.33 0.24 0.32 0.38 0.49 0.40 0.43 0.46 0.45
S59 0.16 0.24 0.21 0.20 0.27 0.30 0.47 0.35 0.42 0.49 0.46
S60 0.12 0.21 0.20 0.18 0.31 0.33 0.42 0.35 0.41 0.46 0.44
S61 0.12 0.29 0.25 0.22 0.32 0.36 0.44 0.37 0.48 0.51 0.50
S62 0.10 0.22 0.23 0.18 0.30 0.34 0.43 0.36 0.42 0.42 0.42
S63 0.12 0.20 0.24 0.19 0.31 0.34 0.44 0.36 0.47 0.55 0.51
H 元 0.16 0.34 0.32 0.27 0.38 0.40 0.51 0.43 0.50 0.56 0.53
H2 0.13 0.25 0.26 0.21 0.32 0.36 0.45 0.38 0.48 0.52 0.50
H3 0.13 0.27 0.28 0.23 0.38 0.42 0.51 0.44 0.56 0.62 0.59
H4 0.18 0.29 0.26 0.24 0.39 0.41 0.55 0.45 0.69 0.67 0.68
H5 0.17 0.28 0.40 0.28 0.43 0.53 0.53 0.50 0.70 0.69 0.70
H6 0.14 0.29 0.31 0.25 0.48 0.43 0.75 0.55 0.64 0.69 0.67
H7 0.12 0.25 0.25 0.21 0.35 0.34 0.49 0.39 0.62 0.58 0.60
H8 0.16 0.32 0.34 0.27 0.39 0.45 0.56 0.47 0.66 0.68 0.67
H9 0.13 0.28 0.30 0.24 0.36 0.37 0.38 0.37 0.50 0.49 0.50

H10 0.14 0.27 0.28 0.23 0.39 0.44 0.51 0.45 0.56 0.62 0.59
H11 0.14 0.29 0.35 0.26 0.41 0.43 0.52 0.45 0.55 0.58 0.57
H12 0.15 0.30 0.32 0.26 0.34 0.42 0.58 0.45 0.53 0.59 0.56
H13 0.16 0.31 0.31 0.26 0.39 0.40 0.48 0.42 0.53 0.55 0.54
H14 0.14 0.33 0.38 0.28 0.41 0.45 0.49 0.45 0.55 0.58 0.57
H15 0.16 0.33 0.35 0.28 0.43 0.48 0.55 0.49 0.69 0.63 0.66
H16 0.18 0.33 0.33 0.28 0.39 0.40 0.48 0.42 0.52 0.51 0.52
H17 0.13 0.31 0.27 0.24 0.39 0.41 0.44 0.41 0.56 0.62 0.59
H18 0.16 0.33 0.30 0.26 0.39 0.43 0.49 0.44 0.57 0.56 0.57
H19 0.17 0.30 0.31 0.26 0.42 0.51 0.52 0.48 0.62 0.61 0.62
H20 0.19 0.35 0.40 0.31 0.41 0.46 0.50 0.46 0.59 0.57 0.58
H21 0.18 0.29 0.29 0.25 0.36 0.39 0.44 0.40 0.52 0.50 0.51
H22 0.18 0.32 0.35 0.28 0.37 0.46 0.48 0.44 0.58 0.56 0.57
H23 0.20 0.32 0.37 0.30 0.42 0.51 0.53 0.49 0.57 0.55 0.56
H24 0.14 0.28 0.30 0.24 0.35 0.43 0.44 0.41 0.55 0.54 0.55
H25 0.15 0.27 0.28 0.23 0.36 0.47 0.41 0.41 0.50 0.51 0.51
H26 0.14 0.25 0.28 0.22 0.33 0.33 0.38 0.35 0.49 0.41 0.45
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③　T-P

年度

T-P 表層年平均値（mg/L）

W-3 W-6 W-7
西部 
海域 
平均

C-1 C-4 C-10
中部 
海域 
平均

E-2 E-6
東部 
海域 
平均

S56 0.015 0.026 0.027 0.023 0.032 0.033 0.044 0.036 0.039 0.043 0.041
S57 0.015 0.025 0.030 0.023 0.037 0.037 0.049 0.041 0.058 0.054 0.056
S58 0.023 0.032 0.041 0.032 0.039 0.043 0.055 0.046 0.053 0.056 0.055
S59 0.023 0.025 0.026 0.025 0.038 0.036 0.062 0.045 0.047 0.067 0.057
S60 0.016 0.023 0.026 0.022 0.033 0.039 0.049 0.040 0.046 0.047 0.047
S61 0.015 0.026 0.032 0.024 0.037 0.037 0.054 0.043 0.048 0.050 0.049
S62 0.018 0.025 0.031 0.025 0.037 0.041 0.049 0.042 0.049 0.048 0.049
S63 0.015 0.020 0.026 0.020 0.029 0.033 0.041 0.034 0.044 0.052 0.048
H 元 0.015 0.030 0.030 0.025 0.033 0.035 0.048 0.039 0.045 0.046 0.046
H2 0.013 0.020 0.022 0.018 0.025 0.031 0.036 0.031 0.038 0.044 0.041
H3 0.015 0.024 0.027 0.022 0.031 0.038 0.046 0.038 0.046 0.056 0.051
H4 0.013 0.024 0.023 0.020 0.032 0.036 0.047 0.038 0.060 0.063 0.062
H5 0.019 0.029 0.040 0.029 0.043 0.052 0.055 0.050 0.072 0.066 0.069
H6 0.014 0.030 0.033 0.026 0.045 0.043 0.063 0.050 0.058 0.057 0.058
H7 0.012 0.024 0.026 0.021 0.032 0.030 0.044 0.035 0.056 0.052 0.054
H8 0.014 0.024 0.028 0.022 0.030 0.033 0.044 0.036 0.047 0.045 0.046
H9 0.013 0.029 0.032 0.025 0.038 0.038 0.042 0.039 0.052 0.053 0.053

H10 0.012 0.021 0.023 0.019 0.033 0.032 0.042 0.036 0.041 0.046 0.044
H11 0.011 0.020 0.025 0.019 0.028 0.034 0.038 0.033 0.043 0.042 0.043
H12 0.012 0.021 0.026 0.020 0.029 0.031 0.047 0.036 0.039 0.042 0.041
H13 0.012 0.019 0.024 0.018 0.024 0.027 0.030 0.027 0.029 0.029 0.029
H14 0.013 0.024 0.034 0.024 0.030 0.031 0.032 0.031 0.034 0.037 0.036
H15 0.011 0.015 0.021 0.016 0.020 0.024 0.025 0.023 0.030 0.030 0.030
H16 0.014 0.020 0.021 0.018 0.020 0.021 0.025 0.022 0.024 0.025 0.025
H17 0.014 0.019 0.019 0.017 0.022 0.022 0.025 0.023 0.031 0.034 0.033
H18 0.013 0.018 0.021 0.017 0.021 0.022 0.024 0.022 0.029 0.028 0.029
H19 0.016 0.022 0.022 0.020 0.027 0.028 0.032 0.029 0.037 0.038 0.038
H20 0.014 0.022 0.028 0.021 0.025 0.030 0.031 0.029 0.037 0.036 0.037
H21 0.012 0.017 0.019 0.016 0.020 0.024 0.025 0.023 0.033 0.031 0.032
H22 0.013 0.018 0.021 0.017 0.021 0.026 0.026 0.024 0.035 0.032 0.034
H23 0.015 0.024 0.028 0.022 0.028 0.033 0.034 0.032 0.040 0.042 0.041
H24 0.011 0.015 0.019 0.015 0.019 0.021 0.024 0.021 0.030 0.027 0.029
H25 0.013 0.018 0.021 0.017 0.023 0.028 0.027 0.026 0.037 0.033 0.035
H26 0.015 0.018 0.022 0.018 0.023 0.024 0.026 0.024 0.033 0.028 0.031

注）T-P の環境基準達成の有無は，地点別の表層年平均値から求めた海域平均値で評価します。
　　環境基準値は西部海域が 0.03mg/L，中部・東部海域が 0.05mg/L です。
　　表中の■は環境基準を達成したことを意味します。

資料：福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）

図 24　T-P 表層年平均値の推移と環境基準の達成状況
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（２）水質の状況

①　季節変化

資料：福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）　　　

資料：福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）　　　

資料：福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）　　　

図 25　水温の季節変化（平成 22 〜 26 年度の表層※ 15ヵ年平均）

図 26　pH の季節変化（平成 22 〜 26 年度の表層※ 25ヵ年平均）

図 27　DO の季節変化（平成 22 〜 26 年度の底層※ 35ヵ年平均）

※ 1 表層とは，海面下 0.5m の位置における値を示します。気温の高低に伴う水温変化をみるため，表層を示しています。
※ 2 植物プランクトンの光合成による二酸化炭素の消費量の増減をみるために，表層を示しています。
※ 3 底層とは，海底上 1.0m の位置における値を示します。貧酸素水塊の発生状況をみるために，底層を示しています。
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資料：福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）　　　

資料：福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）　　　

図 28　塩分※ 1 の季節変化（平成 22 ～ 26 年度の表層※ 25ヵ年平均）

図 29　懸濁物質量（SS）の季節変化（平成 22 〜 26 年度の表層※ 35ヵ年平均）

※ 1 塩分は，UNESCO の勧告（1962）に基づき塩分（‰）に換算し，さらに「塩分（‰）＝塩分（psu）」と仮定して示しています。
※ 2 陸域からの淡水の流入の影響をみるために，表層を示しています。
※ 3 河川からの懸濁物質の流入や植物プランクトンの増殖による濁りの影響をみるために，表層を示しています。
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※ 気温の高低に伴う水温変化をみるために，表層を示しています。

②　経年変化

【年平均値】

【季節別平均値】 春季（4 ～ 6 月）

夏季（7～ 9 月）

秋季（10 ～12 月）

冬季（1～ 3 月）

資料：福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）　　　

図 30　水温（表層※平均）の経年変化
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【年平均値】

【季節別平均値】 春季（4 ～ 6 月）

夏季（7～ 9 月）

秋季（10 ～12 月）

冬季（1～ 3 月）

資料：福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）

図 31　pH（3 層※平均）の経年変化

※ 植物プランクトンの光合成や底泥の酸素消費による二酸化炭素の消費・生成量の変動をみるために，3 層平均を示しています。
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※ 貧酸素水塊の発生状況をみるために，底層を示しています。

【年平均値】

【季節別平均値】 春季（4 ～ 6 月）

夏季（7～ 9 月）

秋季（10 ～12 月）

冬季（1～ 3 月）

資料：福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）　　　

図 32　DO（底層※平均）の経年変化
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【年平均値】

【季節別平均値】 春季（4 ～ 6 月）

夏季（7～ 9 月）

秋季（10 ～12 月）

冬季（1～ 3 月）

資料：福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）

図 33　塩分※ 1（表層※ 2 平均）の経年変化

※ 1 塩分は，UNESCO の勧告（1962）に基づき塩分（‰）に換算し，さらに「塩分（‰）＝塩分（psu）」と仮定して示しています。
※ 2 陸域からの淡水の流入の影響をみるために，表層を示しています。
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※ 表層（海面下 0.5m），中層（海面下 2.5m），底層（海底上 1.0m）の 3 層平均です。河川からの懸濁物質の流入や植物プラン
クトンの増殖，底泥の巻き上げなどによる濁りの影響をみるために，3 層平均を示しています。

【年平均値】

【季節別平均値】 春季（4 ～ 6 月）

夏季（7～ 9 月）

秋季（10 ～12 月）

冬季（1～ 3 月）

資料：福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）　　　

図 34　SS（3 層※平均）の経年変化



25

資
料
編

【年平均値】

【季節別平均値】 春季（4 ～ 6 月）

夏季（7～ 9 月）

秋季（10 ～12 月）

冬季（1～ 3 月）

資料：福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）

図 35　COD（3 層※平均）の経年変化

※ 表層（海面下 0.5m），中層（海面下 2.5m），底層（海底上 1.0m）の 3 層平均です。環境基準との整合をみるために，3 層
　平均を示しています。
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※ 1 溶解性 COD（D-COD）は COD のうち，水中に溶けている COD のことです。陸域からの流入などにより高くなることがあ
ります。D-COD は測定が開始された平成 3 年度以降の経年変化を示しています。

※ 2 COD に占める D-COD の割合をみるために，COD と同様に，3 層平均を示しています。

【年平均値】

【季節別平均値】 春季（4 ～ 6 月）

夏季（7～ 9 月）

秋季（10 ～12 月）

冬季（1～ 3 月）

資料：福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）　　　

図 36　溶解性 COD（D-COD）※ 1（3 層※ 2 平均）の経年変化
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【年平均値】

【季節別平均値】 春季（4 ～ 6 月）

夏季（7～ 9 月）

秋季（10 ～12 月）

冬季（1～ 3 月）

資料：福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）

図 37　懸濁性 COD（P-COD）※ 1（3 層※ 2 平均）の経年変化

※ 1 懸濁性 COD（P-COD）は水中に溶けていない COD のことです。植物プランクトンの増加などにより高くなることがあります。
P-COD は COD から D-COD を引いて求められるため，D-COD の測定を開始した平成 3 年度以降を示しています。

※ 2 COD に占める D-COD の割合をみるために，COD と同様に，3 層平均を示しています。
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※ 環境基準との整合をみるために，表層を示しています。

【年平均値】

【季節別平均値】 春季（4 ～ 6 月）

夏季（7～ 9 月）

秋季（10 ～12 月）

冬季（1～ 3 月）

資料：福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）　　　

図 38　全窒素（表層※平均）の経年変化
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【年平均値】

【季節別平均値】 春季（4 ～ 6 月）

夏季（7～ 9 月）

秋季（10 ～12 月）

冬季（1～ 3 月）

資料：福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）

図 39　全リン（表層※平均）の経年変化

※ 環境基準との整合をみるために，表層を示しています。
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【年平均値】

【季節別平均値】 春季（4 ～ 6 月）

夏季（7～ 9 月）

秋季（10 ～12 月）

冬季（1～ 3 月）

資料：福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）　　　

図 40　透明度の経年変化
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【年平均値】

【季節別平均値】 春季（4 ～ 6 月）

夏季（7～ 9 月）

秋季（10 ～12 月）

冬季（1～ 3 月）

資料：福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）

図 41　クロロフィル a（Chla）（3 層※平均）の経年変化

※ 植物プランクトンの増減をみるために，3 層平均を示しています。
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※ 陸域からの栄養塩の流入の影響をみるために，表層を示しています。

【年平均値】

【季節別平均値】 春季（4 ～ 6 月）

夏季（7～ 9 月）

秋季（10 ～12 月）

冬季（1～ 3 月）

資料：福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）　　　

図 42　溶解性無機態窒素（DIN）（表層※平均）の経年変化
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【年平均値】

【季節別平均値】 春季（4 ～ 6 月）

夏季（7～ 9 月）

秋季（10 ～12 月）

冬季（1～ 3 月）

資料：福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）

図 43　溶解性無機態リン（DIP）（表層※平均）の経年変化

※ 陸域からの栄養塩の流入の影響をみるために，表層を示しています。
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【年平均値】

【季節別平均値】 春季（4 ～ 6 月）

夏季（7～ 9 月）

秋季（10 ～12 月）

冬季（1～ 3 月）

資料：福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）　　　

図 44　T-N/T-P 比（モル比）の経年変化
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【年平均値】

【季節別平均値】 春季（4 ～ 6 月）

夏季（7～ 9 月）

秋季（10 ～12 月）

冬季（1～ 3 月）

資料：福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）

図 45　DIN/DIP 比（モル比）の経年変化
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（４）底質の状況

①　夏季の分布

注）強熱減量は，底質に含まれる有機物量などを表す指標のひとつです。
資料：福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）

図 47　博多湾における底質の分布（平成 26 年度夏季）

資料：九州海域の赤潮（水産庁九州漁業調整事務所）

図 46　赤潮の月別発生日数（平成 22 年度〜平成 26 年度の平均値）

（３）赤潮の発生状況

①　季節変化
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資料：福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）

資料：福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）

資料：福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）

図 48　底質の強熱減量の経年変化

図 49　底質の全窒素の経年変化

図 50　底質の全リンの経年変化

②　経年変化
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（５）貧酸素水塊の発生状況

①　底泥直上の溶存酸素量の季節変化と分布

資料：平成 26 年度博多湾環境保全計画に係るモニタリング業務委託報告書（福岡市環境局）

図 51　底泥直上（海底上 0.1m）の溶存酸素量の季節変化（平成 26 年度）

図 53　底泥直上（海底上 0.1m）の溶存酸素量（DO）の調査地点

注）溶存酸素量の分布はそれぞれの地点において最も低下した日（6 月下旬〜 9 月）の値を用いて，作成した。
資料：福岡市環境局，福岡市港湾空港局

図 52　底泥直上（海底上 0.1m）の溶存酸素量の分布（平成 26 年度の年間最低値）

②　経年変化
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資料：福岡市環境局，福岡市港湾空港局

図 54(1)　底泥直上の溶存酸素量の経年変化
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資料：福岡市環境局，福岡市港湾空港局

図 54(2)　底泥直上の溶存酸素量の経年変化
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資料：福岡市環境局，福岡市港湾空港局

図 54(3)　底泥直上の溶存酸素量の経年変化
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資料：福岡市環境局，福岡市港湾空港局

図 54(4)　底泥直上の溶存酸素量の経年変化
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（６）博多湾の物質収支

注）端数整理のため，図中の数値の合計が本文と合わない場合があります。
資料：福岡市環境局

図 55　博多湾の COD，全窒素，全リンの収支（平成 24 年度）
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注）" ※ " は 10cm 未満を意味します。

注）" － " は調査なしを意味します。

資料：「博多湾能古島における海草アマモの生態　九州大学農学研究院修士論文」
福岡市環境局　

資料：福岡市環境局

図 56　今津・能古島・志賀島におけるアマモの直立栄養枝長の推移

表 4　アマモ場のおおよその分布面積

４　博多湾に生息・生育する生物

（１）海藻・海草類

調査 
地点

分布面積 (m2)
H21 H22 H23 H24 H25 H26

今津 － － －  約 3,000 
(5 月 )

 約 3,500 
(4 月 )

約 2,000 ～ 2,450 
(6 月～ 7 月 )

能古島 約 30,000 
(6 月 )

約 25,000 
(2 月 )

約 30,000 
(8，9 月 )

約 28,000 
(5 月 )

約 30,000 
(5 月 )

約 18,000 ～ 21,000 
(6 月～ 7 月 )

志賀島  約 1,500 
(7 月 )

 約 2,000 
(2 月 )

 約 2,500 
(10，11 月 )

 約 5,000 
(5 月 )

 約 5,000 
(4 月 )

約 3,500 
(6 月～ 7 月 )
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資料：福岡市環境局

図 57　能古島・志賀島のアマモ場を利用する魚類などと体長の大きさの経月変化（平成 26 年度）
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注）図中の●は良好、●は不良を意味します。
　　それぞれの場所において，潜水による測線調査とコドラート調査により，被度などを調べて，表 5 に基づき藻場環境を評

価しています。
資料：福岡市農林水産局

図 58　西部海域周辺における藻場環境の評価（平成 25 年 6 月，平成 26 年 3 月）

地先 大型海藻類の
生育状況注 ) 大型海藻類の種構成 水産有用種

の生息密度注) 藻場環境の評価

弘
Ａ 減少 ワカメ，ジョロモク

ｳｽﾊﾞﾉｺｷﾞﾘﾓｸ，エンドウモク 増加 × 藻場の被度は低い。
水産有用種の餌不足状態。

Ｄ 増加 ワカメ 変化なし × ワカメが消失すると藻場が消失する。
水産有用種の餌不足となる可能性大。

志
賀
島

Ｂ 増加 ワカメ 変化なし × ワカメが消失すると藻場が消失する。
水産有用種の餌不足となる可能性大。

能
古
島

Ｂ 増加 ワカメ 減少 × ワカメが消失すると藻場が消失する。
水産有用種の餌不足状態。

Ｃ － ワカメ － × 藻場なし。
水産有用種の餌不足状態。

唐
泊

Ａ 減少 ワカメ，クロメ，アカモク 増加 △
藻場の被度は高い。
ホンダワラ類の生育によって，水産
有用種の餌不足となる可能性あり。

Ｂ 増加 ワカメ 増加 × ワカメが消失すると藻場が消失する。
水産有用種の餌不足となる可能性大。

Ｃ 増加 ワカメ 変化なし × ワカメが消失すると藻場が消失する。
水産有用種の餌不足となる可能性大。

西
浦

Ａ 増加
ワカメ，クロメ，ホンダワラ

イソモク，アカモク，ノコギリモク
トゲモク，ヨレモク

増加 ○
藻場の被度は高い。
クロメの生育も順調。
安定した藻場が維持される。

玄
界
島

Ａ 変化なし
ワカメ，クロメ，ジョロモク，

ホンダワラ，イソモク，アカモク，ヤツマタモク
マメタワラ，ヨレモク，エンドウモク

変化なし ○
藻場の被度は高い。
クロメの生育も順調。
安定した藻場が維持。

Ｃ 変化なし
ワカメ，ジョロモク，イソモク，トゲモク

ヤツマタモク，マメタワラ，ヨレモク，ｴｿﾞﾉﾈｼﾞﾓｸ，
エンドウモク，エビアマモ

増加 ○
藻場の被度は高い。
クロメの生育も順調。
安定した藻場が維持。

表 5　西部海域周辺における藻場環境の評価結果

注）大型海藻類，水産有用種の多少は 25 年 6 月度調査結果との比較によるものです。
資料：福岡市農林水産局
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（２）干潟生物

①　和白干潟

資料：福岡市港湾空港局

図 59　干潟生物の種数・個体数・湿重量の経年変化

H-6

0 1km

H-4 低
潮
帯

中
潮
帯

高
潮
帯

H-7

H-9
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表 6(1)　和白干潟における干潟生物の出現種（平成 26 年度）

注）表中の” 高”，” 中”，” 低” はそれぞれ，高潮帯，中潮帯，低潮帯を意味します。
資料：福岡市港湾空港局
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表 6(2)　和白干潟における干潟生物の出現種（平成 26 年度）

注）表中の” 高”，” 中”，” 低” はそれぞれ，高潮帯，中潮帯，低潮帯を意味します。
資料：福岡市港湾空港局
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②　今津干潟

資料：福岡市環境局

資料：福岡市環境局

資料：福岡市環境局

図 60　カブトガニの卵塊の確認地点数の経年変化

図 62　カブトガニの卵塊・幼生※の確認位置（平成 26 年度）

図 61　カブトガニの幼生※数の経年変化

※ カブトガニの幼生は卵がふ化した後，干潟に生息しています。幼生は脱皮を繰り返しながら約 5 年かけて成長し，干潟から
沖合へ移動して，亜成体となります。亜成体が脱皮を繰り返しながらさらに約 10 年かけて成長し，脱皮しなくなると成体に
なります。
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前体幅 (cm)　　   9　     11　    13       15　    17　    19　    21　    23　    28
15 年度 ○ ○ ○ ○
16 年度 ○ ○ ○ ○
17 年度 ○ ○
18 年度 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
19 年度 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
20 年度 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
21 年度 ○ ○ ○ ○ ○
22 年度 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
23 年度 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
24 年度 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
25 年度 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
26 年度 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

推定による 
年齢 ( 歳 ) と世代

7 8 9 10 11 12 13 14 15
亜成体世代 成体世代

資料：福岡市環境局

資料：福岡市環境局

図 63　博多湾における成体および亜成体の捕獲個体数の経年変化

表 7　亜成体・成体の年齢別出現状況

※死亡個体を除く

（体盤幅と歳との関係より年齢を推定）

注）表中の年齢は前体幅と年齢との関係をもとに，捕獲されたカブトガニの前体幅よ
り年齢を推定して，各世代の出現の有無を整理しました。
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図 64　成体・亜成体の捕獲場所（上：平成 26 年度，下：平成 9 〜 25 年度）

図 65　過年度に放流したカブトガニの成体再捕獲位置（平成 26 年度）

資料：福岡市環境局 

資料：福岡市環境局 
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図 66　アサリ浮遊幼生の個体数密度の経年変化

図 67　多々良川河口干潟におけるアサリ稚貝・成貝の個体数の推移

資料：福岡市農林水産局　

資料：福岡市農林水産局　

③　室見川河口干潟・多々良川河口干潟

注）図中の個体数は多々良川河口干潟全体の推定個体数です。
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資料：福岡市農林水産局

資料：福岡市農林水産局

資料：福岡市農林水産局

図 68　稚貝の分布状況（室見川河口干潟）

図 69　成貝の分布状況（室見川河口干潟）

図 70　稚貝・成貝の分布状況（多々良川河口干潟）

H26年
8月 3月 8月 3月

H27年 H26年 H27年
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資料：福岡市農林水産局，福岡市環境局　　　

図 71　アサリの殻長分布（室見川河口干潟）
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資料：福岡市環境局，福岡市港湾空港局

図 72　底生生物の種数・個体数・湿重量の経年変化

（３）底生生物
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５　市民による博多湾の利用

（１）博多湾沿岸漁業

注 1）湾内と湾口湾外の区分は，魚介類が漁獲された場所ではなく，統計区
分上漁業基地が湾内か湾口湾外によって区分したものです。

注 2）湾口湾外漁業基地には，ほかに小呂島があります。
資料：福岡市農林水産局

資料：福岡市農林水産局

図 73　博多湾の漁業基地（平成 27 年度）

図 74　沿岸漁業生産量の推移

（２）漁業生産

注 1）湾口湾外の生産量は小呂島分を含みます。
注 2）平成 18 年度以前の湾内の生産量は，ノリの生産量のみ枚数で集計していたため，枚数を重量に換算して（30

枚を 1kg に換算），生産量を再集計しています。
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資料：福岡県水産海洋技術センター　

資料：福岡県水産海洋技術センター　

図 75　ノリ養殖漁場における栄養塩濃度（全点平均値）の推移（平成 26 年度）

図 76　ワカメ養殖漁場における栄養塩濃度（DIP）の推移（平成 26 年度）

注）図中の●が調査地点です。

ノリ養殖漁場 栄養塩（窒素，リン）調査点
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（３）博多湾への鳥類の飛来状況

注 1）図中の個体数は，3 月〜翌 2 月の毎月 1 回（平成 17 〜 20 年度は 6 月と 8 月を除く）調査した
個体数のうち，個体数が最も多かった月の個体数です。種数は 1 年間で確認された鳥類の種類数
です。

注 2）主な種は，平成 17 〜 26 年度の各月の個体数を種別に合計し，合計個体数の上位 3 種を類別に抽
出しました。

資料：福岡市港湾空港局　

図 77　博多湾への鳥類の飛来状況
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６　港湾

（１）博多港港湾区域の範囲

（２）取扱貨物量

資料：福岡市港湾空港局　　

資料：福岡市港湾空港局　　

図 78　港湾施設

図 79　博多港における取扱貨物量の推移

（３）埋立の変遷

資料：福岡市港湾空港局，福岡市農林水産局　

図 80　博多湾沿岸部の埋立の変遷
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７　閉鎖性海域における問題点の関連図
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８　施策一覧
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９　博多湾環境保全計画（第二次）策定までの流れ

（１）本計画策定に関する審議経過

開催年月日 委員会等 議事
平成27年 1月26日 博多湾環境保全計画推進委員会 計画の改定について

平成27年 8月 7日 博多湾環境保全計画推進委員会 第二次計画策定の方向性

平成27年10月28日 博多湾環境保全計画推進委員会 計画骨子の検討

平成27年11月16日 福岡市環境審議会環境管理部会 計画骨子の検討

平成28年 2月23日 博多湾環境保全計画推進委員会 計画素案の検討

平成28年 5月13日 博多湾環境保全計画推進委員会 計画素案の検討

平成28年 5月16日 福岡市環境審議会 計画素案の検討

平成28年 8月22日 博多湾環境保全計画推進委員会 原案に対する市民意見への対応

（２）パブリック・コメント手続きの概要

博多湾環境保全計画（第二次）の策定にあたり，広く市民の意見を反映させるため，原案
の内容を公表し，市民意見の募集を行った。

○意見募集期間：平成 28 年 7 月 6 日（水）～ 8 月 5 日（金）
○閲覧・配布場所：環境局環境調整課，情報公開室，情報プラザ，各区役所情報コーナー・
　　　　　　　　 出張所，まもるーむ福岡
○意見提出の方法：窓口提出，郵送，FAX，電子メール
○意見の提出状況：
　　意見提出数　　２通　意見件数　１０件

　　　　　＜内訳＞
　　　　　　　第１章　博多湾の現状と課題 ５件
　　　　　　　　１　博多湾の現状と課題 （５件）
　　　　　　　第２章　博多湾環境保全計画（第二次）がめざすもの　　２件
　　　　　　　　５　将来像と計画目標像 （２件）
　　　　　　　第３章　取組み内容 １件
　　　　　　　　６　浅海域 （１件）
　　　　　　　第４章　計画の推進体制 １件
　　　　　　　　１　計画の推進体制の充実，２　各主体との連携 （１件）
　　　　　　　その他（全体的な意見） １件

○意見に対する対応：
　　①意見を踏まえ修正　　３件
　　②原案の修正は行わないが，市の考え方を改めて説明し理解を求めるもの　７件



64

資
料
編

（１）設置要綱

（目　的）
第１条　博多湾の水質を保全し，博多湾の持つ豊かな自然環境の保全・再生及び創造を推

進するため，博多湾環境保全計画推進委員会（以下「委員会」という。）を設置する。

（所掌事務）
第２条　委員会は，前条の目的を達成するため，次の各号に掲げる事項について検討を行

うものとする。
　（1） 博多湾環境保全計画の進行管理に関すること
　（2） 博多湾の環境の状況を把握するための調査に関すること
　（3） 博多湾の環境保全に係る課題解決に向けた調査・研究に関すること
　（4） その他博多湾の環境保全のために必要と認められる事項

（委　員）
第３条　委員は，次の各号に掲げる者から，市長が任命する。
　（1） 関係行政機関の職員
　（2） 関係団体に所属する者
　（3） 学識経験を有する者
　（4） その他第１条の目的達成のために必要な知識，経験を有すると認められる者

２　前項第 1 号及び第 2 号の委員に事故があるときは，その代理者が委員の職務を行なう
ことができる。

（任　期）
第４条　委員の任期は２年とする。ただし，委員が欠けた場合における補欠の委員の任期は，

前任者の残任期間とする。

（委員長及び副委員長）
第５条　委員会に，委員長及び副委員長を置く。
２　委員長は，委員のうちから互選する。
３　副委員長は，委員長が指名する。
４　委員長は，委員会を代表し，会務を総理する。
５　副委員長は委員長を補佐し，委員長に事故があるときは，その職務を代理する。

（会　議）
第６条　委員会の会議は，委員長が召集し，委員長がその議長となる。
２　委員長は，会議を招集する時は，開催日時，場所及び会議に付する事案を委員に事前

に通知するものとする。
３　委員長は，必要があると認めるときは，委員以外の者の会議への出席を求め，説明又

は意見を聞くことができる。

10　博多湾環境保全計画推進委員会
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（事務局）
第７条　委員会の事務を処理するため，以下に掲げる者で事務局を構成する。
　（1） 農林水産局水産部水産振興課
　（2） 道路下水道局計画部下水道計画課
　（3） 港湾空港局港湾計画部環境対策課
　（4） 環境局環境監理部環境調整課

２　事務局の庶務は，環境局環境監理部環境調整課で行う。

（委　任）
第８条　この要項に定めるもののほか，委員会の運営に関し必要な事項は，委員長が定める。

　　　附　則
　　この要綱は，平成２０年９月３日から施行する。
　　　附　則
　　この要綱は，平成２１年４月１日から施行する。
　　　附　則
　　この要綱は，平成２２年４月１日から施行する。
　　　附　則
　　この要綱は，平成２４年４月１日から施行する。
　　　附　則
　　この要綱は，平成２６年４月１日から施行する。
　　　附　則
　　この要綱は，平成２８年４月１日から施行する。

（２）委員名簿

　　　　　氏　名 　　　　　　所属等
　 【学識経験者】（50 音順）

　　　　大嶋　雄治 九州大学大学院農学研究院　教授

　　 ○ 川口　栄男 九州大学　名誉教授

　　 ◎ 楠田　哲也 九州大学　名誉教授

　　　　小島　治幸 九州共立大学　名誉教授

　　　　下村　通誉　 北九州市立自然史・歴史博物館　学芸員

　　　　松山　倫也 九州大学大学院農学研究院　教授

　　　　山﨑　惟義 福岡大学　名誉教授

　　　　山田　真知子 福岡女子大学国際文理学部　教授

　 【関係団体】

　　　　村田　繁雄 博多湾漁業者協議会　会長

　　　　小野　仁 日本野鳥の会福岡　代表

　　　　須本　恭雄 特定非営利活動法人　はかた夢松原の会　副理事長

　　　　中村　雅之 (株 )海の中道海洋生態科学館　館長

 　【関係行政機関】 

　　　　秋本　恒基　　　　 福岡県水産海洋技術センター資源環境課長

　　（◎ 委員長 , ○ 副委員長，平成 28 年 8 月末現在）
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第２章　用語の説明・索引

五十音順 ※用語の右横の数字は，本編中のページを示しています。

（資料編のみ記載されている用語は “資料編” と記載しています。） 

あ行  
赤潮 ･･････････ 3,14,15,19,20,33,35,36,45,69,80

主に植物プランクトンの急速な増殖に伴い
水色（すいしょく）が変化する現象。多くの
場合，赤色や褐色にみえますが，プランクト
ンの種類によっては，白色や緑色にみえるこ
ともあります。魚介類に大きな被害を与える
こともあります。

栄養塩 ･･･････････ 14,15,19,31,33,35,36,39,40,
43,45,47,48,52,53,56,69,80

海域では，魚の餌となる植物プランクトン
などの増殖に必要な物質であり，一般的には
窒素，リン，カリウム，珪素などです。これ
らは，主に流域で発生し，河川などから供給
されます。

SS ･･･････････････････････････････････････ 資料編
Suspended Solid の略。浮遊物質量のこと。

水中に浮遊・懸濁している物質の量のことを
いい，一定量の水をろ紙でこし，乾燥してそ
の重量を量り求めます。一般的に mg/L とい
う単位で表示され，数値が大きい程，その水
の濁りが多いことを表します。

N/P 比 （モル比）･･････････････････････ 19,35,69
水中のリンのモル濃度に対する窒素のモル

濃度の比率。

MSL ･･･････････････････････････････････････････ 3

Mean Sea Level の略。平均水面のこと。
ある期間の海面の平均高さに位置する面をそ
の期間の平均水面といいます。平均水面は，
現地の長期間観測資料から毎時潮高を平均し
て得られます。

塩分 ･･････････････････････････････････････ 資料編
海水に含まれる淡水の影響を表す指標。一

般的に psu という単位で表示されます。一般
に，海水に含まれる塩分は約 35psu といわ
れています。

か行  
化学的酸素要求量（COD）･･････ 11,12,16,17,18,

20,31,33,35,36,39,43,45,47,70
海水や河川，底泥の有機汚濁の原因とな

る有機物などによる汚れの度合いを示し，数
値が高いほど，水中や底泥中の有機物量が多
いことを表します。本計画における「COD」
は水中の COD である，酸化剤の過マンガン
酸カリウムを使って水中の有機物を酸化させ，
消費された酸素量を測定する CODMn を指し
ており，一般的に mg/L という単位で表示さ
れます。なお，水中と底泥中の COD が区別
できるように，底泥中の COD は「CODsed」
と記載しており，一般的に mg/g や mg/kg
という単位で表示されます。

合併処理浄化槽 ･･････････････････････････ 49,61
浄化槽のうち，し尿と生活雑排水（台所排

水，風呂水，洗濯排水など）の両方を浄化す
るもの。単独処理浄化槽に比べて，河川等公
共用水域の汚濁を軽減する効果があります。

環境基準 ･･････････････ 4,12,16,17,22,31,33,35,
36,40,43,45,47,48,68,70

環境基本法第 16 条では，大気の汚染，水
質の汚濁，土壌の汚染および騒音に係る環境
上の条件について，人の健康を保護し，およ
び生活環境を保全するうえで維持されること
が望ましい基準として定義されています。な
お，本計画における環境基準は，水質の汚濁
に係る環境基準を指します。

環境市民ファンド ･････････････････････････････ 71

未来の子ども達に，美しい地球環境を残す
ために，福岡市が創設した基金であり，ごみ
減量・リサイクル，環境美化，環境保全，環
境学習・啓発などの事業を実施するとともに，
市民の主体的な環境活動を支援しています。

　
緩傾斜護岸 ････････････････････････ 55,63,64,65

波のエネルギーを小さくするため，石やコ
ンクリートブロックを積み上げてつくった傾
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斜護岸のうち，さらにその傾斜が緩やかなも
のをいいます。傾斜が緩やかなため，多くの
生物がすみやすいといわれています。

既往最高潮位 ･･････････････････････････････････ 3
これまでに観測された最も高い潮位を表し

ます。

既往最低潮位 ･･････････････････････････････････ 3
これまでに観測された最も低い潮位を表し

ます。

基本水準面（DL）･･･････････････････････････････ 3
これよりは低くならないと想定されるおよ

その潮位をいい，海図の水深 0m に相当しま
す。最低水面，略最低低潮面ともいいます。

強熱減量 ･････････････････････････････････ 資料編
試料を乾燥後，600 ± 25℃で 2 時間（海

域底質の場合）強熱したときに揮散する物質
をいい，主に有機物量を表します。一般的に
% という単位で表示され，数値が大きいほど，
有機物を多く含みます。

魚介類 ････････････････････････････ 40,52,53,59
魚類や貝類など，水産動物の総称。

漁業集落環境整備事業 ････････････････････････ 9
漁業集落等における生活環境の改善や防災

安全の確保等を総合的に図るため，し尿や生
活雑排水等の汚水または雨水を処理する排水
施設や，防災安全施設等を整備する事業。

クロロフィル a （Chla）･････････････････････ 資料編
植物プランクトン等に含まれる葉緑素系色

素の一つであり，ほとんどの植物プランクト
ンに含まれています。そのため，海水中のク
ロロフィル a を測定することにより，植物プ
ランクトンの相対的な量を推定できます。一
般的に µg/L という単位で表示されます。

決定係数 ･･････････････････････････････････ 資料編
独立変数が従属変数のどれくらいを説明で

きるかを表します。この値が高いほど，得られ
た回帰式の予測能力が高いことを意味します。

懸濁性 COD （P-COD）･･･････････････････ 資料編
水中に溶けていない COD のことです。一

般的に mg/L という単位で表示されます。

公共下水道 ･･････････････････････････ 9,47,49,61
下水道法第 2 条第 3 項では，次のように

定義されています。主として市街地における
下水を排除し，又は処理するために地方公共
団体が管理する下水道で，終末処理場を有す
るもの，又は流域下水道に接続するものであ
り，かつ，汚水を排除すべき排水施設の相当
部分が暗渠である構造のもの。

公共用水域 ････････････････････････ 16,47,48,49
水質汚濁防止法では，公共用水域とは，河

川，湖沼，港湾，沿岸海域その他公共の用に
供される水域およびこれに接続する公共管渠，
かんがい用水路その他公共の用に供される水
路をいいます。ただし，下水道法で定めてい
る公共下水道および流域下水道であって，終
末処理場を有しているもの，またこの流域下
水道に接続している公共下水道は除きます。

高度処理 ･･････ 11,12,17,19,32,36,46,47,61,63
通常の有機物除去を主とした二次処理で得

られる処理水質以上の水質を得る目的で行う
処理のことをいいます。

合流式下水道 ･･････････････････････ 32,46,47,61
下水道には，「汚水」と「雨水」を一本の

管で流す合流式と別々の管で流す分流式があ
ります。

さ行  　
最高水面････････････････････････････････････････ 3

これよりは高くならないと想定されるおよ
その潮位をいい，海図では海と陸の境目に相
当します。略最高高潮面ともいいます。

最低水面････････････････････････････････････････ 3
これよりは低くならないと想定されるおよ

その潮位をいい，海図の水深 0m に相当しま
す。略最低低潮面，基本水準面ともいいます。

栽培ごよみ ････････････････････････････････････ 49
1 年間を通じての農作物への施肥時期など

を記載した暦。

砕波ばっ気 ････････････････････････････ 55,64,65
波打ち際に石やブロックを置くことにより，

波が砕け破れる際に周囲の空気を水中に取り
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込むこと。

作澪 ･･････････････････････････････････････････ 63
水の流出を促すために，海底に溝状のくぼ

みを掘って澪をつくること。

潮だまり･･･････････････････････････････････ 26,63
タイドプールともいう。岩礁地帯の潮間帯

において，干潮時に凹所に海水が取り残され
た場所をいう。

COD ･････････････････ 11,12,16,17,18,20,31,33,
35,36,39,43,45,47,70

Chemical Oxygen Demand の略。化学的
酸素要求量のこと。海水や河川，底泥の有機
汚濁の原因となる有機物などによる汚れの度
合いを示し，数値が高いほど，水中や底泥中
の有機物量が多いことを表します。本計画に
おける「COD」は水中の COD である，酸化
剤の過マンガン酸カリウムを使って水中の有
機物を酸化させ，消費された酸素量を測定す
る CODMn を指しており，一般的に mg/L と
いう単位で表示されます。なお，水中と底
泥中の COD が区別できるように，底泥中の
COD は「CODsed」と記載しており，一般的
にmg/gやmg/kgという単位で表示されます。

浚渫 ･･･････････････････････････････････ 32,46,62
海や川，貯水池等の水底の土砂を掘り取る

こと。

蒸発散 ････････････････････････････････････ 資料編
地表から大気に供給される水蒸気の量で，

地面からの蒸発量と植物の葉面からの蒸散量
を合わせもの。

親水空間 ･･･････････････････ 27,31,32,34,35,36,
39,44,45,60,65,66

水に親しめる空間。砂浜海岸や干潟などの
自然的な場所もありますが，水際により近づ
けるための階段護岸，人工砂浜などの整備に
よって創り出された場所もあります。

水質の汚濁に係る環境基準 ････････････････ 16,70
環境基本法第 16 条では，水質の汚濁に係

る環境上の条件について，人の健康を保護し，
および生活環境を保全するうえで維持される
ことが望ましい基準として定義されています。

（「環境基準」参照）

生活史 ･･････････････････････ 6,33,34,36,39,40,
41,42,45,56,68

生物が生まれてから死に至るまでの全生活
過程。

生態系 ･･････････ 15,39,40,50,52,68,69,76,80
生物群集とそれを取り巻く物理的・化学的

環境がつくりだす機能的なまとまりを指します。

生態系サービス ･･･････････････････････････････ 59
人々が生態系から得ることのできる便益の

こと。栄養塩の循環や土壌形成，光合成など
の「基盤サービス」，気候の安定や水質の浄
化などの「調整サービス」，食料，水，木材，
繊維，燃料などの「供給サービス」，レクリ
エーションや精神的な恩恵を与える「文化
的サービス」があります。

生物化学的酸素要求量 （BOD）････････････････ 12
河川水や工場排水中の汚染物質（有機物）

が微生物によって無機化あるいはガス化され
るときに必要とされる酸素量のこと。一般的
に mg/L という単位で表示され，数値が高い
ほど，水中の汚濁物質量が多いことを表しま
す。なお，本計画における BOD は，BOD5

を指します。

生物多様性 ････････････････････････････ 48,59,72
生態系の多様性，生物種の多様性，種内の

遺伝子の多様性の 3 つを併せて生物の多様性
といいます。

全窒素 ･････････ 11,15,16,17,18,19,33,35,69,70
無機態および有機態の窒素化合物の総量。

総窒素ともいいます。有機態窒素は，生物の
構成要素のタンパク質に主として含まれるも
のであり，生物自身または生物の排泄物中に
含まれます。生物中の窒素は，その生物が
底生生物であれば、直ちに水中から除去され
ますし，プランクトンでも沈降するため水中
から除去されます。しかし、生物自身がアン
モニアとして窒素を放出したり，生物の遺骸
や排泄物の分解により再び無機化して水中
に戻ったりします。水の富栄養化の程度を表
す指標の一つであり，環境基準や排水基準
が定められています。一般的に mg/L や µM 

（=µmol/L）という単位で表示されます。
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全天日射量 ････････････････････････････････ 14,18
単位面積・単位時間あたりの太陽放射エネ

ルギーの量。一般的に MJ/m2/ 日という単位
で表示されます。J（ジュール）は，仕事量，
エネルギー，熱量を示す単位。M（メガ）は
100 万倍の意。

全有機炭素 ･･･････････････････････････････ 資料編
本計画では底泥に含まれる有機物中の炭素

量。一般的に，mg/g という単位で表示され
ます。

全リン ･･････ 11,12,15,16,17,18,19,33,35,69,70
有機態および無機態のリン化合物の総量。

総リンともいいます。全窒素と同様に，有
機化することにより生物体として水と異なる
挙動を示します。水の富栄養化の程度を表
す指標の一つであり，環境基準や排水基準
が定められています。一般的に mg/L や µM 

（=µmol/L）という単位で表示されます。

た行  　
脱窒 ･･･････････････････････････････････････････ 18

窒素化合物である硝酸態窒素を分子状窒素
へと変化させることをいいます。脱窒により
変化した分子状窒素は大気中へ放出されます。
窒素の物質循環の一つの段階であり，主に微
生物によって行われます。

地下浸透 ･･････････････････････････････････ 資料編
地表面に降った雨が，地下にしみとおること。

地下流出 ･･････････････････････････････････ 資料編
地下水が河川や海域へ流出すること。

窒素 ･･･････････ 11,14,15,16,17,18,19,31,32,33,
35,39,47,49,53,59,61,69,70

全ての生物にとって，水素，酸素，炭素，
リン，硫黄とともに，必須元素の一つ。本計
画では，環境基準としての窒素は全窒素を指
しますが，生物，特に植物プランクトンや海
藻・海草類の生育に必要な栄養塩としては，
無機態窒素であるため，これらを総称して「窒
素」と記載しています。一般的に mg/L や 
µM（=µmol/L）という単位で表示されます。

稚仔魚 ･･････････････････ 5,23,31,33,35,36,42,
43,44,45,56,57,61,80

稚魚と仔魚をあわせたものの総称。稚魚と
は，成長段階過程における仔魚の次のステー
ジです。

潮汐 ･･････････････････････････････････････ 資料編
主に月と太陽の引力によって，海面が周期

的に昇降する現象。その昇降の大きさを潮汐
振幅という。

TEU ･･････････････････････････････････････････ 30
Twenty feet Equivalent Unit（20 フィー

トコンテナ換算）の略。20 フィートコンテ
ナ 1 個を 1，40 フィートコンテナ 1 個を 2
として示したコンテナ取扱貨物量を表します。

TP ･･････････････････････････････････････････････ 3
Tokyo Peil の略。東京湾平均水面（平均海

面）のこと。陸図における標高の基準となる
高さ。なお，全リンを表す記号の「T-P」と
は異なります。

DL ･･････････････････････････････････････････････ 3
Datum Level の略。基本水準面のこと。こ

れよりは低くならないと想定されるおよその
潮位をいい，海図の水深 0m に相当します。
最低水面，略最低低潮面ともいいます。

DO ････････････････････････････････････････ 21,25
Dissolved Oxygen の略。溶存酸素（量）

のこと。水中に溶けている酸素もしくは酸素
量を示します。溶解量は水温，気圧，塩分，
汚れの程度によって変化します。水温が急
激に上昇したり，藻類が著しく増殖するとき
には過飽和となることがあります。一般的に
mg/L や mL/L という単位で表示されます。

底生生物 ･･･････ 14,22,25,34,35,36,44,45,61
水底に定着するか，海底に這って生活する

水生生物の総称。ベントスともいい，藻類な
どの植物と環形動物などの底生動物を全て含
みます。本計画ではこれらのうち，底生動物
を底生生物として記載しています。

東京湾平均水面 （TP）･･･････････････････････････ 3
東京湾における平均水面で，陸図における

標高の基準となる高さ。
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な行  
75%値 ･･･････････････････････････････････ 資料編

年間全ての日間平均値のデータをその値が
小さいものから順にならべ，<0.75 × n> 番目 

（n は日間平均値のデータ数）のデータ値
（<0.75 × n> が整数でない場合は端数を切り
上げた整数番目の値をとる）を指します。海
域の COD や河川の BOD の環境基準の適合
状況を評価する場合に，この 75% 値を用い
ることになっています。

農業集落排水事業 ･･････････････････････････････ 9
農業用用排水の水質保全，農業用用排水

施設の機能維持または農村生活環境の改善を
図り，公共用水域の水質保全に寄与するため、
農業集落におけるし尿や生活雑排水等の汚水
または雨水を処理する施設や，汚泥・処理水
または雨水の循環利用を目的とした施設等を
整備する事業。

は行  
排除基準 ･･････････････････････････････････････ 49

排除基準は，下水道法，下水道に関する
条例および上乗せ条例に規定されている工
場または事業場からの排水の規制を行うため
の基準であり，カドミウムなどの有害物質や
BOD などの項目ごとに定められています。

排水基準 ･･････････････････････････････････････ 49
排水基準は，水質汚濁防止法，生活環境の

保全等に関する条例および上乗せ条例に規定
されている工場または事業場からの排水の規
制を行うための基準であり，カドミウムなど
の有害物質や BOD などの項目ごとに定めら
れています。

BOD ･･････････････････････････････････････････ 12
Biochemical Oxygen Demand の略。生物

化学的酸素要求量のこと。河川水や工場排水
中の汚染物質（有機物）が微生物によって無
機化あるいはガス化されるときに必要とされ
る酸素量のこと。一般的に mg/L という単位
で表示され，数値が高いほど，水中の汚濁物
質量が多いことを表します。なお，本計画に
おける BOD は，BOD5 を指します。

表面流出 ･･････････････････････････････････ 資料編
地表面に降った雨のうち，直接河川や海域

に流出すること。

貧酸素状態 ･････････････････ 14,15,21,25,31,35,
36,44,45,61,70

水中の溶存酸素量（DO）が低下した状態。
貧酸素状態の溶存酸素量には，環境省が水質
の汚濁に係る環境基準に設定している底層溶
存酸素量や水産用水基準（社団法人　日本水
産資源保護協会）に記載されている漁場の溶
存酸素量の臨界濃度などがあります。本計画
では海底の正常な底生生物の分布が危うくな
る溶存酸素量 3.6mg/L 以下を貧酸素状態と
しています。この 3.6mg/L は，「シンポジウ
ム「貧酸素水塊」のまとめ　柳哲雄，沿岸海
洋研究ノート（1989）」の 2.5mL/L より換
算しています。

貧酸素水（塊）･････････････ 3,14,21,25,32,34,35,
36,45,62,69,70,80

貧酸素状態にある水（塊）のこと。

富栄養化 ･･････････ 11,12,14,15,31,35,47,59,61
閉鎖性の水域において，窒素・リンなどの

栄養塩を含む物質が流入し，栄養塩濃度が高
まること。これらをとりこみ成長する植物プ
ランクトンなどの生物の活動が活性化し，異
常増殖などを引き起こしやすくなります。

覆砂 ･･･････････････････････････････････････ 32,63
海底や湖底など底質改善を目的とした技術

であり，底質が悪化した底面へ砂などにより
覆うことです。

物質循環 ････ 32,33,36,40,43,45,46,47,53,80
生物の体を構成する物質が，環境中の無機

態から取り入れられ，食物連鎖などを通じて
生態系内を循環し，再び環境に戻されること
をいいます。主要なものとして水の循環，炭
素循環，窒素循環，リン循環があります。

浮遊物質量 （SS）･･････････････････････････ 資料編
水中に浮遊・懸濁している物質の量のこと

をいい，一定量の水をろ紙でこし，乾燥して
その重量を量り求めます。一般的に mg/L と
いう単位で表示され，数値が大きい程，その
水の濁りが多いことを表します。
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平均水面 （MSL） ･･･････････････････････････････ 3
ある期間の海面の平均高さに位置する面を

その期間の平均水面といいます。平均水面は，
現地の長期間観測資料から毎時潮高を平均し
て得られます。博多湾では DL（基本水準面）
上 1.10m，TP（東京湾平均水面）上 0.13m
の高さとなっています。

閉鎖度 ･･････････････････････････････････････････ 2
対象とする海域の面積や水深，および隣り

合う海域との境界線の長さ，境界での水深よ
り求められる水の交換の程度を示す指標。数
値が大きい程，閉鎖性が強く水の交換が悪い
海域です。

ベントス ･･････････････････････････････････ 資料編
水底に定着するか，海底に這って生活する

水生生物の総称。底生生物ともいいます。

略最高高潮面 ･･････････････････････････････････ 3
これよりは高くならないと想定されるおよ

その潮位をいい，海図では海と陸の境目に相
当します。最高水面ともいいます。

略最低低潮面 ･･････････････････････････････････ 3
これよりは低くならないと想定されるおよ

その潮位をいい，海図の水深 0m に相当しま
す。最低水面，基本水準面ともいいます。

ま行  
マイクロプラスチック ･･････････････････････ 55,69

微小なプラスチック粒子。海洋を漂流
するプラスチックごみが太陽の紫外線や波
浪によって微小な断片になったものや，合
成 繊 維 の 衣 料 の 洗 濯 排 水 に 含 ま れ る 脱 
落した繊維などが含まれます。

無機態窒素 ････････････････････････････････ 15,69
窒素はリンと同様に，動植物の成長に欠か

せない元素ですが，水中の濃度が高くなって
くると水域の富栄養化の原因となります。窒
素は無機態窒素または有機態窒素に分けら
れ，無機態窒素はアンモニウム態窒素，亜硝
酸態窒素，硝酸態窒素を示します。一般的に 
mg/L や µM（=µmol/L）という単位で表示
されます。

無機態リン ････････････････････････････ 15,69,80
リンは窒素と同様に，動植物の成長に欠か

せない元素ですが，水中の濃度が高くなって
くると水域の富栄養化の原因となります。全
リンはリン化合物全体のことで，無機態リン
と有機態リンに分けられ，どちらも溶解性と
粒子性に区別されます。一般的に mg/L や 
µM（=µmol/L）という単位で表示されます。

や行  
有機汚濁 ･････ 11,12,14,31,35,36,43,45,47,48

有機物によって汚濁がすすむこと。海域に
おける有機汚濁は，流入する有機物と窒素・
リンに起因する植物プランクトンの増殖に由
来する有機物から形成されます。

溶解性 COD（D-COD）･･･････････････････ 資料編
水中に溶解している COD のことです。一

般的に mg/L という単位で表示されます。

溶解性無機態窒素（DIN）･････････････････････ 15
水中に溶解している無機態窒素で，硝酸態

窒素やアンモニア態窒素などがこれに相当し
ます。一般的に mg/L や µM（=µmol/L）と
いう単位で表示されます。

溶解性無機態リン （DIP） ･･････････････････････ 15
水中に溶解している無機態リンで，リン

酸態リンなどがこれに相当します。一般的に
mg/L や µM（=µmol/L）という単位で表示
されます。

溶存酸素，溶存酸素量 （DO）･･･････ 14,21,25,70
水中に溶けている酸素もしくは酸素量を示

します。溶解量は水温，気圧，塩分，汚れの
程度によって変化します。水温が急激に上昇
したり，藻類が著しく増殖するときには過飽
和となることがあります。一般的に mg/L や
mL/L という単位で表示されます。

養浜 ･･･････････････････････････････････････････ 63
海岸に砂を補給または新たに供給し，人工

の海浜を作ること。

ら行  
流域 ････････････ 7,8,9,10,11,37,46,47,57,61,65

河川や海などに流れ込む降水などの集水域。
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博多湾流域とは，博多湾に流れ込む集水域を
指します。

流域下水道 ･････････････････････････････････････ 9
2 つ以上の市町村からの下水を受け処理す

るための下水道で，終末処理場と幹線管渠か
らなります。事業主体は原則として都道府県
です。

硫化物 ････････････････････････････････････････ 20
海底上で硫酸還元状態での有機物分解で

発生した，硫黄イオンが底泥中の鉄などと結
合したもの。一般的に mg/g や mg/kg とい
う単位で表示されます。

流入負荷 ････････････････････････ 11,48,49,51,61
流域から海域に流入する汚濁負荷。COD

流入負荷，窒素流入負荷，リン流入負荷など
があります。

リン ････ 11,12,15,16,17,18,19,31,32,33,35,36,
39,45,47,48,49,53,59,61,69,70,80

全ての生物にとって，水素，酸素，炭素，
窒素，硫黄とともに，必須元素の一つ。本計
画では，環境基準としてのリンは全リンを指
しますが，生物，特に植物プランクトンや海
藻・海草類の生育に必要な栄養塩としては，
無機態リンであるため，これらを総称して「リ
ン」と記載しています。一般的に mg/L や 
µM（=µmol/L）という単位で表示されます。








